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第
三
十
九
回
日
本
篆
刻
展　
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事　
東
尾
高
岳

　
令
和
五
年
五
月
三
十
一
日
（
水
）
〜
六
月
四
日
（
日
）
、
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

公
募
作
品
七
十
四
点
、
会
員
百
四
十
五
・
委
員
百
十
三
・
常
任
委
員
百
十
三
の
計
四
百
四
十
五
点
、
役
員
百
九
十
八
点
の
総
合
計
六
百
四
十
三
点
の
作

品
が
展
観
さ
れ
た
。
併
催
の
第
七
回
公
募
学
生
展
は
、
小
中
学
生
三
百
十
六
点
・
高
校
生
三
十
六
点
（
内
最
優
秀
賞
一
点
）
を
展
示
し
た
。
ま
た
、
特
別

展
観
と
し
て
、
張
耕
源
先
生
の
書
画
・
印
屏
・
刻
印
等
の
作
品
を
展
示
し
た
。
本
来
第
三
十
七
回
展
で
の
展
観
予
定
で
あ
り
、
作
品
集
も
上
梓
さ
れ
て

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
中
止
（
延
期
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
回
よ
う
や
く
先
生
の
実
際
の
作
品
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
い
に

勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
、
張
先
生
、
ご
令
嬢
張
屹
女
史
・
高
弟
孔
黎
翔
先
生
は
じ
め
計
十
六
名
の
訪
日
団
を
得
て
大
い
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
。

勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
、
張
先
生
、
ご
令
嬢
張
屹
女
史
・
高
弟
孔
黎
翔
先
生
は
じ
め
計
十
六
名
の
訪
日
団
を
得
て
大
い
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
。

　
例
年
よ
り
早
い
梅
雨
入

り
で
、
連
日
雨
予
報
で
あ

っ
た
が
、
二
日
（
金
）

の
荒
天
以
外
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
七
百
人
以
上
の
来

場
者
に
ご
覧
い
た
だ
い
た

が
、
三
日
（
土
）
新
幹
線

が
、
三
日
（
土
）
新
幹
線

な
ど
交
通
機
関
に
影
響
が

残
り
、
会
場
、
授
賞
式
・

懇
親
会
に
ご
出
席
い
た
だ

け
な
か
っ
た
方
が
出
た
の

は
残
念
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長　
真
鍋
井
蛙

　
第
三
十
九
回
日
本
篆
刻
展
が
終
了
し
た
。
い
ろ
い
ろ
反
省
点
も
あ
る
が
懇
親
会
も
開
催
で
き
、
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
で
き
た
会
員
の
皆
様
と
対
面
で

印
談
に
花
が
咲
い
た
。

　
来
年
は
四
十
回
の
記
念
展
だ
。
梅
舒
適
先
生
の
源
流
を
求
め
る
特
別
展
を
考
え
て
い
る
。
先
生
が
日
本
全
国
を
行
脚
し
、
先
生
の
芸
術
に
憧
れ
、
集

ま
っ
た
諸
先
輩
に
よ
り
、
日
本
篆
刻
家
協
会
が
出
来
上
が
っ
た
。
第
一
回
展
（
篆
社
全
国
展
）
の
折
、
大
阪
府
営
住
宅
の
一
室
で
友
人
と
二
人
で
図
録

や
賞
状
を
作
成
、
総
務
副
主
任
と
し
て
東
奔
西
走
し
た
こ
と
も
今
は
懐
か
し
い
。

　
さ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
う
ち
、
般
若
心
経
の
「
三
世
」
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
「
三
世
」
と
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
こ
と

　
さ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
う
ち
、
般
若
心
経
の
「
三
世
」
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
「
三
世
」
と
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
こ
と

を
言
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
空
」
で
あ
る
と
。
肝
心
な
こ
と
は
、
「
現
在
」
に
感
謝
し
、
生
き
る
こ
と
だ
と
説
く
。
梅
先
生
の
血
を
皆
さ
ん
が
継
い
で

い
る
。
そ
し
て
現
在
が
あ
る
。
今
の
生
活
に
感
謝
し
、
今
を
平
和
に
楽
し
く
生
き
る
こ
と
、
そ
し
て
我
々
に
は
生
活
の
一
部
に
篆
刻
が
あ
る
。
人
は

「
い
ま
」
「
こ
こ
」
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

上
・
会
場
風
景

中
・
張
耕
源
先
生
作
品  

▽

下
・
学
生
展
展
示
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特
別
展
観　
張
耕
源　
書
画
篆
刻
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
外
交
流
担
当　
喜
多
芳
邑

　
張
耕
源
先
生
訪
日
団
十
六
名
は
五
月
三
十
日
に
来
日
さ
れ
、
翌
三
十
一
日
十
時
に
来
場
さ

れ
た
。
今
回
の
企
画
は
、
先
生
か
ら
の
ご
提
案
で
あ
り
、
十
時
半
よ
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

と
し
て
肖
像
印
、
書
法
、
十
八
羅
漢
作
品
、
花
卉
、
向
日
葵
の
画
、
五
点
に
つ
い
て
、
八
十

四
歳
と
い
う
ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
品
の
前
ま
で
来
ら
れ
、
精
力
的
に
解
説
い
た
だ

い
た
。
肖
像
印
の
制
作
過
程
、
陸
維
釗
の
蜾
扁
書
、
黄
賓
虹
と
の
関
係
、
洋
画
・
浮
世
絵
の

影
響
等
、
先
生
の
多
岐
に
わ
た
る
研
究
と
作
品
へ
の
熱
い
思
い
は
そ
の
ノ
ー
ト
で
も
伺
い
知

影
響
等
、
先
生
の
多
岐
に
わ
た
る
研
究
と
作
品
へ
の
熱
い
思
い
は
そ
の
ノ
ー
ト
で
も
伺
い
知

れ
る
。
担
当
者
と
し
て
、
企
画
発
案
者
の
前
理
事
長
を
は
じ
め
、
図
録
、
展
示
等
々
、
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
役
員
の
先
生
方
、
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
同
夜
、

在
阪
役
員
に
よ
る
歓
迎
会
を
錦
城
閣
に
て
開
催
し
た
。
翌
日
よ
り
兵
庫
、
奈
良
、
滋
賀
、
京

都
を
視
察
さ
れ
五
日
の
帰
国
で
あ
る
。

▷ 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▷ 

錦
城
閣
で
の
歓
迎
会

▷ 

授
賞
式
の
様
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事　
松
本
雅
至　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
六
月
三
日
午
後
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
会
員

百
三
十
一
名
、
高
校
生
七
名
の
計
百
三
十
八
名
が
出
席
し
た
。
真
鍋
井
蛙
理
事
長
の
挨
拶
を

皮
切
り
に
、
第
三
十
九
回
展
の
概
要
報
告
お
よ
び
本
年
度
審
査
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
、
賞
状
賞
品
授
与
に
移
っ
た
が
、
前
日
の
台
風
に
よ
る
豪
雨
の
影
響
で
急
な
欠
席
が
相

次
ぎ
、
出
欠
確
認
等
に
少
々
時
間
を
要
し
た
。

　
ま
ず
高
校
の
部
よ
り
「
最
優
秀
賞
」
お
よ
び
「
優
秀
賞
」
の
受
賞
者
が
紹
介
さ
れ
、
真
鍋

　
ま
ず
高
校
の
部
よ
り
「
最
優
秀
賞
」
お
よ
び
「
優
秀
賞
」
の
受
賞
者
が
紹
介
さ
れ
、
真
鍋

理
事
長
か
ら
受
賞
者
お
よ
び
代
表
者
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。
次
に
公
募
の
部
よ
り
「
会
員

推
薦
賞
」
の
受
賞
者
の
紹
介
、
同
じ
く
真
鍋
理
事
長
か
ら
代
表
者
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

特
に
「
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
館
長
賞
」
の
受
賞
者
に
は
、
同
館
々
長
の
仲
井
敬
司
様
よ
り

賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。
会
員
の
部
で
は
「
秀
作
賞
」
・
「
特
選
」
、
委
員
の
部
で
は
「
奨
励

賞
」
の
受
賞
者
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
、
真
鍋
理
事
長
か
ら
各
代
表
者
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

参
与
の
部
で
は
「
顧
問
賞
」
が
井
谷
五
雲
常
任
顧
問
か
ら
、
同
じ
く
参
与
の
部
「
会
長
賞
」

が
尾
崎
蒼
石
会
長
か
ら
受
賞
者
に
賞
状
・
副
賞
が
手
渡
さ
れ
た
。
常
任
委
員
の
部
で
は
「
日

が
尾
崎
蒼
石
会
長
か
ら
受
賞
者
に
賞
状
・
副
賞
が
手
渡
さ
れ
た
。
常
任
委
員
の
部
で
は
「
日

本
篆
刻
展
優
秀
賞
」
・
「
同
準
大
賞
」
・
「
同
大
賞
」
、
そ
し
て
評
議
員
の
部
で
は
「
梅
舒

適
賞
」
の
各
受
賞
者
に
、
真
鍋
理
事
長
か
ら
賞
状
・
副
賞
が
手
渡
さ
れ
た
。
さ
ら
に
寄
託
賞

に
つ
い
て
は
、
会
員
の
部
「
兵
庫
県
知
事
賞
」
・
「
兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞
」
は
兵
庫
県
県

民
生
活
部
芸
術
文
化
課
長
の
吉
村
興
二
様
か
ら
、
同
じ
く
会
員
の
部
「
神
戸
市
長
賞
」
・
「
神

戸
市
教
育
長
賞
」
は
神
戸
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
文
化
交
流
課
長
の
井
関
和
人
様
か
ら
、
委
員

の
部
「
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
賞
」
は
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
理
事
長
の
西

上
三
鶴
様
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
者
各
人
に
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
委
員
の
部
「
神
戸

上
三
鶴
様
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
者
各
人
に
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
委
員
の
部
「
神
戸

新
聞
社
賞
」
は
授
与
者
が
急
遽
欠
席
さ
れ
た
た
め
、
真
鍋
理
事
長
か
ら
受
賞
者
に
贈
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
ご
臨
席
い
た

だ
い
た
来
賓
の
紹
介
が
あ

り
、
続
い
て
来
賓
の
吉
村

興
二
様
お
よ
び
井
関
和
人

様
か
ら
の
祝
辞
を
頂
戴
し

様
か
ら
の
祝
辞
を
頂
戴
し

た
。
そ
し
て
全
受
賞
者
を

代
表
し
て
「
日
本
篆
刻
展

大
賞
」
受
賞
の
平
尾
蒼
龍

氏
に
よ
り
謝
辞
が
あ
り
、

最
後
に
山
下
方
亭
常
任
顧

問
に
よ
る
挨
拶
で
無
事
、

幕
を
閉
じ
た
。

幕
を
閉
じ
た
。

第
三
十
九
回
日
本
篆
刻
展
「
授
賞
式
」
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４



５



６

　
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
み
な
と
テ
ラ
ス
」
開
館
記
念
事

業
と
し
て
三
月
二
十
五
日
（
土
）
か
ら
二
十
七
日
（
月
）
ま
で

桜
満
開
の
会
場
で
二
人
の
作
品
三
十
一
点
と
篆
刻
教
室
十
八
名
、

妻
の
書
道
教
室
十
六
名
の
作
品
を
展
示
致
し
ま
し
た
。
天
気
に

恵
ま
れ
、
大
阪
か
ら
尾
崎
会
長
ご
夫
妻
、
県
の
書
道
連
合
会
の

柴
山
会
長
な
ど
鳥
取
や
島
根
の
書
道
関
係
者
や
市
長
を
は
じ
め
、

三
百
五
十
名
ば
か
り
の
人
に
来
場
頂
き
ま
し
た
。
お
陰
で
と
て

三
百
五
十
名
ば
か
り
の
人
に
来
場
頂
き
ま
し
た
。
お
陰
で
と
て

も
盛
会
に
終
わ
り
有
難
く
、
米
寿
を
迎
え
た
私
で
も
ま
だ
頑
張

ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

書
と
篆
刻
夫
婦
展　
書
画
篆
刻
ク
ラ
ブ
作
品
展

展
覧
会
報
告
（
松
田
泰
軒
）

　
令
和 

五
年
四
月 

二
十
一
日 

（
金
）
か 

ら
二
十
三
日 

（
日
）
の
三
日
間
、

兵
庫
県
民
会
館
内
の
「
兵
庫
県
民
ア
ー 

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
て
、
第
二
回
四

媛
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
出
品
者
の
出
田
塘
霞
・
奥
田
晨
生
・
坂 

本
舜

華
の
三
名
に
加
え
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
印
章
で
知
ら
れ
る
小
田
玉
瑛
先
生
に

賛
助
出
品
い
た
だ
き
ま 

し
た
。
ま
た
先
生
に
は
展
覧
会
に
先
立
ち
、
四
月
十

九
日 

（
水
）
、 

宝
塚
の
ピ
ピ
ア
め
ふ
の
会
議
室
で
「
シ
ル
ク
ロ
ー 

ド
の
印
章
」

に
つ
い
て
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
つ
い
て
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
井
谷
五
雲
先
生
の

お
持
ち
の 

イ
ン
ド
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ン
。
ブ
ー
タ
ン
王
国
・
チ
ベ

ッ
ト
・
中
央
ア
ジ
ア
・
ロ
ー
マ
・
エ
ジ
プ 

ト
・
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
印
章
数
十

点
お
借
り
し
、
展
示
致
し
ま
し
た
。
四
十
五
名
の
参
加
を
得
、
有
意
義
な
懇

話
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
展
覧
会
は
、
各
人
の
書
・
篆
刻
作
品
。
分
刻
作
品
を
展
示
し
、
三
百
八
十

名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
批
評
な
ど
も
い
た
だ
き
、
次
回
の

展
覧
会
で
そ
れ
ら
を
活
か
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

展
覧
会
で
そ
れ
ら
を
活
か
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い 

ま
す
。

第
二
回
四
媛
展　
展
覧
会
報
告

（
出
田
塘
葭
・
奥
田
晨
生
・
坂
本
舜
華
）

▷ 

尾
崎
会
長
ご
夫
妻
と
の
記
念
写
真

　
当
会
は
毎
年
、
海
外
交
流
展
を
開
催
し
て
い
る
が
本
年
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
為
に
三
年
越
に
な
っ
て
い
た
河
北
省
滄
州
市
の
滄

海
印
社
（
韓
煥
峰
社
長
以
下
五
十
名
）
と
の
交
流
で
あ
る
。
当
会

の
作
品
は
篆
隷
に
印
影
を
加
え
て
全
紙
、
半
折
で
あ
っ
た
。
本

年
の
特
筆
す
べ
き
点
は
特
別
陳
列
に
本
邦
初
公
開
の
「
齊
浮
陽

王
隋
上
開
府
大
府
卿
尉
相
願
功
徳
」
の
石
碑
の
実
物
大
の
拓
本

を
展
示
出
来
た
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
秋
に
そ
の
碑
を
（
株
）
平

を
展
示
出
来
た
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
秋
に
そ
の
碑
を
（
株
）
平

野
の
ガ
レ
ー
ジ
で
鑑
た
そ
の
驚
嘆
が
未
だ
忘
れ
ら
れ
ず
何
と
し

て
も
当
会
の
展
覧
会
場
で
公
開
し
た
か
っ
た
。
京
都
在
住
の
傅

巍
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
全
体
（
三
面
）
を
立
体
採
拓
し
て
展

示
が
可
能
と
な
っ
た
。
近
年
当
会
は
隷
書
に
篆
刻
を
加
え
る
作

品
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
の
三
千
字
に
及
ぶ
隷
書
の
碑
は

今
後
の
学
習
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
三
十
八
回
隨
風
會
書
法
篆
刻
展 

展
覧
会
報
告

▷ 

「
齊
浮
陽
王
隋
上
開
府
大
府
卿
尉
相
願
功
徳
」
の
碑
に

       

見
入
る
杭
迫
柏
樹
先
生
他

◁ 

会
場
風
景

坂
本
舜
華
女
史
の
〝
マ
グ
ネ
ッ
ト
〞
印 

▷
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畑
間
青
露

　
去
る
四
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
、
第
三
回
雙
青
會
展
を
大

阪
翰
林
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
篆

刻
家
協
会
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
大
盛
況
に
了
え
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
好
き
」
。
関
さ
ん
は
「
梅
舒
適
先
生
」

「「BTS

」
、
私
は
「
坂
井
泉
水
」
「
古
田
敦
也
」
の
印
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
「
追
従
呉
昌
碩
」
「
戴
叔
倫
詩
篆
書
対
聯
」
「
黄

魯
直
詩
題
磨
崖
碑
」
「
窮
鼠
噛
貓
」
等
と
展
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
雙
青
會
」
と
い
う
名
を
大
切
に
細
く
長
く
続

け
て
行
き
た
い
所
存
で
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
回
雙
青
會
展　
展
覧
会
報
告

（
関
踏
青
・
畑
間
青
露
）

▷ 

会
場
風
景

▷  

（
右
）
講
演
さ
れ
た
高
木
聖
雨
先
生

     

（
下
）
画
面
に
映
さ
れ
た
資
料
の
数
々 

令
和
五
年
度　
東
西
篆
刻
交
流
会
《
髙
木
聖
雨
先
生
講
演
会
》
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事　
松
本
雅
至

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
最
終
日
の
五
月
七
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
、
コ
ロ
ナ

の
蔓
延
で
二
〇
一
九
年
よ
り
延
期
が
続
い
て
い
た
東
西
篆
刻
交
流
会
が
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
時
勢
を
鑑
み
、
飲
食
を
伴
わ
な
い
講
演

会
形
式
で
は
あ
っ
た
が
、
日
本
芸
術
院
会
員
・
日
展
理
事
の
髙
木
聖
雨
先
生
を
お
招
き
し
て
、
「
篆
書
に
お
け
る
両
極
の
表
現
」
と
題
し
て

の
ご
講
演
を
拝
聴
し
た
。
我
が
協
会
か
ら
は
部
長
以
上
の
役
員
を
中
心
に
、
尾
崎
会
長
、
真
鍋
理
事
長
、
喜
多
・
酒
居
・
小
副
理
事
長
、
黒

田
代
表
理
事
、
井
後
・
北
田
・
田
中
・
古
溝
・
松
本
常
務
理
事
の
十
一
名
が
参
加
し
た
。

　
始
め
に
、
こ
の
た
び
の
幹
事
・
発
起
人
と
し
て
、
瑤
藍
印
社
の
岡
野
楠
亭
先
生
、
日
本
篆
刻
家
協
会
の
真
鍋
井
蛙
先
生
、
北
斗
文
會
の
綿

　
始
め
に
、
こ
の
た
び
の
幹
事
・
発
起
人
と
し
て
、
瑤
藍
印
社
の
岡
野
楠
亭
先
生
、
日
本
篆
刻
家
協
会
の
真
鍋
井
蛙
先
生
、
北
斗
文
會
の
綿

引
滔
天
先
生
が
順
に
代
表
幹
事
を
務
め
ら
れ
た
扶
桑
印
社
の
遠
藤
彊
先
生
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
遠
藤
先
生
よ
り
講
師
の
髙
木
聖
雨

先
生
の
紹
介
後
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
講
演
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
金
文
の
字
形
が
当
時
の
美
意
識
を
反
映
し
変
化
に
富
み
、
た
と
え
ば
『
大
盂
鼎
』
に
見
ら
れ
る
文
字
の
中
で
、
数
字
の
み

右
上
が
り
の
字
形
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
王
羲
之
と
米
芾
の
書
風
の
違
い
を
挙
げ
、
羲
之
は
基
本
で
米
芾
は
変
化
を
重

ん
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
米
芾
を
先
に
学
ぶ
と
、
王
羲
之
が
楽
に
学
べ
る
。
米
芾
は
文
字
の
重
心
が
低
く
、
美
的
セ
ン
ス
が
優
れ
て

い
る
。
」
な
ど
と
分
析
さ
れ
て
い
た
。

　
次
に
、
昭
和
書
壇
の
大
家
で
あ
っ
た
西
川
寧
先
生
、
青
山
杉
雨
先
生
の
い
く
つ
か
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
潤
渇
や
大
小
、
紙
面
構
成
、
鈐

　
次
に
、
昭
和
書
壇
の
大
家
で
あ
っ
た
西
川
寧
先
生
、
青
山
杉
雨
先
生
の
い
く
つ
か
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
潤
渇
や
大
小
、
紙
面
構
成
、
鈐

印
位
置
を
わ
ざ
と
加
工
し
て
変
え
た
も
の
と
真
筆
を
並
べ
、
書
作
時
の
逸
話
も
交
え
な
が
ら
「
本
物
は
ど
れ
だ
？
」
の
よ
う
な
ク
イ
ズ
形
式

で
、
作
品
の
解
説
を
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
趙
之
謙
・
呉
昌
碩
・
二
世
中
村
蘭
台
・
小
林
斗
盦
・
松
丸
東
魚
先
生
と
い
っ
た
中
日
の
著
名
篆
刻

家
の
作
品
（
印
影
）
を
数
顆
取
り
上
げ
、
同
じ
よ
う
に
敢
え
て
加
工
を
施
し
た
も
の
を
本
来
の
印
影
と
並
べ
、
ど
れ
が
正
し
い
印
影
か
、
正

規
の
印
影
の
ど
こ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
か
を
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
我
々
篆
刻
家
に
と
っ
て
、
普
段
よ
く
見
慣
れ
て
い
る
は
ず
の
印
影

も
、
ど
れ
だ
け
し
っ
か
り
見
て
勉
強
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
講
演
内
容
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
び
の
東
西
篆
刻
交
流
会
は
、
髙
木
聖
雨
先
生
の
講
演
会
の
み
で
終
了
と
な
っ
た
。
懇
親
会
は
開
か
れ
ず
、
少
し
残
念
で
あ
っ
た
。

来
年
は
関
西
で
同
会
を
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
こ
れ
か
ら
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
我
が
協
会
か
ら
も
多
く
の
参
加

来
年
は
関
西
で
同
会
を
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
こ
れ
か
ら
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
我
が
協
会
か
ら
も
多
く
の
参
加

者
を
募
り
、
こ
の
会
が
一
層
盛
り
上
が
る
こ
と
を
願
う
。
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■
展
覧
会
の
ご
案
内　

・
兵
庫
県
立
美
術
館
二
〇
二
三
年
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅰ
「
近
現
代
の
書
」　

 　

　
四
月
二
十
九
日
（
土
）
〜
七
月
二
十
三
日
（
日
）
兵
庫
県
立
美
術
館 

常
設
展
示
室
６

　

※

梅
舒
適
先
生
の
作
品
八
点
を
含
む
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

・
草
田
翠
苑
書
法
篆
刻
展 

併
催 

師
春
堂
文
房
雅
玩
展
（
代
表
・
草
田
翠
苑
）　
　

 　

　
七
月
八
日
（
土
）
〜
十
七
日
（
月
） 

ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
お
や
べ

・
第
九
回
寧
和
展
（

・
第
九
回
寧
和
展
（ 

代
表
・
喜
多
芳
邑
） 

　
七
月
二
十
一
日
（
金
）
〜
二
十
三
日
（
日
）
生
駒
市
芸
術
会
館 

美
楽
来

・
明
分
篆
会
展
２
０
２
３ 

（
代
表
・
黒
田
玉
洲
） 

　
八
月
四
日
（
金
）
〜
六
日
（
日
）
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
館
二
階

　
　
　

※

本
年
度
の
社
中
展
等
、
開
催
予
定
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

◉
主
な
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　
◆
日
本
篆
刻
家
協
会
顧
問
賞
（
参
与
）…

正
和
杏
葉

　
◆
日
本
篆
刻
家
協
会
会
長
賞
（
参
与
）…

北
野
河
聲

　
◆
梅
舒
適
賞
（
評
議
員
）…

…
…
…
…
…

岡
崎
戯
石　

　
◆
日
本
篆
刻
展
大
賞
（
常
任
委
員
）…

…

平
尾
蒼
龍

　
◆
日
本
篆
刻
展
準
大
賞
（
常
任
委
員
）…

井
本
雅
士　
川
端
不
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
六
橋　
松
本
矢
岳　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
六
橋　
松
本
矢
岳　

　
◆
日
本
篆
刻
展
優
秀
賞
（
常
任
委
員
）…

荒
谷
清
光　
井
上
秋
鹿　
小
島
研
司　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
五
岳　
白
澤
虹
石　
中
井
榮
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
澤
涼
子　
古
田
衛　
　
松
岡
泰
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
田
陽
苑　
宮
澤
神
竹

　　
◇
最
優
秀
賞
（
学
生
展
）…

…
…
…
…
…

大
石
姫
菜
乃

　
◇
優
秀
賞
（
学
生
展
）

　
◇
優
秀
賞
（
学
生
展
）…

…
…
…
…
…
…

植
木
陽
菜　
古
野
七
帆　
白
浜
芹
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
倉
さ
く
ら　
田
中
凜　
富
田
明
日
香　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
田
輝
莉　
松
原
実
花　
三
木
優
佳　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
奈
槻　

日
本
篆
刻
家
協
会

〒
五
六
三-

〇
〇
三
二

大
阪
府
池
田
市
石
橋
二
丁
目 

二-

十

牧
野
ビ
ル
二
〇
三
号

T
EL 

〇
七
二-

七
六
〇-

三
八
五
二

FA
X
 

〇
七
二-
七
六
〇-

三
八
五
三

E-m
ail : info@

n-tenkoku.jp
E-m

ail : info@
n-tenkoku.jp

◁ 

審
査
風
景

第
三
十
九
回
日
本
篆
刻
展
審
査
報
告

　　
「
第
三
十
九
回
日
本
篆
刻
展
」
の
審
査
会
が
四
月
九
日
、
兵
庫
県
民
会
館
で
行
わ
れ
た
。

役
員
を
含
め
た
作
品
総
数
六
百
四
十
三
点
の
う
ち
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
参
与
・
評
議
員
・

常
任
委
員
・
委
員
・
会
員
・
公
募
の
審
査
対
象
作
品
五
百
六
十
四
点
を
対
象
に
、
十
七
名
の

審
査
員
が
鑑
別
審
査
に
あ
た
っ
た
。
慎
重
か
つ
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
参
与
か
ら
顧
問
賞
一

点
、
会
長
賞
一
点
、
評
議
員
か
ら
梅
舒
適
賞
一
点
、
常
任
委
員
か
ら
日
本
篆
刻
展
大
賞
一
点
、

準
大
賞
四
点
、
優
秀
賞
十
一
点
、
委
員
か
ら
奨
励
賞
三
十
四
点
、
会
員
か
ら
特
選
二
十
八
点
、

準
大
賞
四
点
、
優
秀
賞
十
一
点
、
委
員
か
ら
奨
励
賞
三
十
四
点
、
会
員
か
ら
特
選
二
十
八
点
、

秀
作
四
十
六
点
、
公
募
か
ら
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
館
長
賞
一
点
、
会
員
推
薦
賞
七
十
四
点

が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
委
員
奨
励
賞
か
ら
寄
託
賞
二
点
、
会
員
特
選
か
ら
寄
託
賞
四
点
が
選

出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
併
催
の
学
生
展
は
高
校
の
部
が
三
十
六
点
、
小
学
生
・
中
学
生
の
部

が
三
百
十
六
点
の
応
募
で
あ
っ
た
。

●
審
査
員

　
理 

事 

長　

 

真
鍋
井
蛙
（
審
査
委
員
長
）

　
常
任
顧
問　

　
常
任
顧
問　

 

井
谷
五
雲  

山
下
方
亭

　
会　
　
長　

 

尾
崎
蒼
石　

　
副
理
事
長　

 

喜
多
芳
邑　
酒
居
石
荘　
小　
朴
圃　

　
顧　
　
問　

 

伊
藤
雅
夫　
多
田
龍
淵　
中
島
春
緑　
平
田
蘭
石

　
代
表
理
事　

 

黒
田
玉
洲　
黄　
平
齋　
渡
邉
和
琴

　
常
務
理
事　

 

石
原
豊
玉　
奥
田
晨
生　
古
溝
幽
畦

■
日
本
篆
刻
家
協
会
顧
問
賞
・
会
長
賞
選
考
委
員

　
常
任
顧
問
・
会
長
・
顧
問
・
理
事
長　
八
名

　
常
任
顧
問
・
会
長
・
顧
問
・
理
事
長　
八
名

■
梅
舒
適
賞
選
考
委
員

　
常
任
顧
問
・
会
長
・
理
事
長
・
副
理
事
長　
七
名

■
大
賞
選
考
委
員
（
大
賞
・
準
大
賞
・
優
秀
賞
）

　
常
任
顧
問
・
会
長
・
理
事
長
・
副
理
事
長
・
代
表
理
事　
十
名

■
学
生
展
選
考
委
員

　
理
事
長
・
常
務
理
事　
四
名


